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～令和３年度ふるさと思いやり基金活用事業紹介～

【特集】「ふるさと納税」で、　
　徳之島町はますます元気です。

新たな特産品開発に
取り組む「徳之島高校」の

生徒さんと、ご協力いただく
「JAL グループ」「スープストック

トーキョー」のみなさん。
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令和３年度ふるさと思いやり基金活用事業紹介

「ふるさと納税」で、
徳之島町はますます元気です。

近年増加傾向となっているロードキル対策とし
て、徳之島町内の道路沿いに注意喚起の看板やガー
ドレールへ反射シートの設置を行いました。同じ
島に暮らす大切な野生動物たちをこれからも全力
で守ります。

【GCF】本気で交通事故をゼロへ！
アマミノクロウサギを守る！

「JAL」、「スープストックトーキョー」さんにもご
協力頂き、徳之島高校の生徒さんと島の魅力を再発
見しながら、高校生が考える食材 BOX を開発しま
した。開発された食材 BOX は応援いただいた全国
の寄附者の皆さまにお届けいたしました。

【GCF】徳之島の高校生が
商品開発！島の魅力化食材BOX。

母間港広場に遊具やフィットネス器具を整備
しました。小さなお子さんからおじいちゃん、
おばあちゃんまで多世代交流のできる素敵な
公園が誕生しました。

母間港遊具・
フィットネス器具整備事業

町内の学校に最新のデジタルテレビを導入
し、授業などで活用しています。徳之島町で
は子ども達の教育環境の整備に力を入れてい
ます。

教育用デジタルテレビ導入

たくさんの想いを
おぼらだれん。

（ありがとうございます。）

郷土出身の皆様や、徳之島町を想って下さる全国の皆様からあた
たかい応援をいただいています。令和３年度は、寄附件数３万 4901
件、４億 2934 万 8010 円のご寄附を頂き、『徳之島町ふるさと思い
やり基金』として活用しています。
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　このほか、出産祝い金制度
や、 学 士 村・ 向 学 塾 の 実 施、
幼稚園への給食導入事業など
のふるさと納税活用事業を実
施いたしました。詳しくは町
公式ウェブサイトのふるさと
納税ペー ジをご覧ください。

令和３年度ふるさと思いやり基金活用事業紹介

返礼品事業者募集中！
町では、ふるさと納税に返礼
品を出品してくださる町内の返
礼品事業者を募集しています。
詳しくは町企画課ふるさと思い
やり応援推進係（☎ 0997-82-
1111）へお問い合わせください。

“ みらい ” に向けた人材育成を目的に、子ど
も達へのプログラミング教室を開催していま
す。将来プログラマーやエンジニアを目指す
子ども達が増えるかもしれません。

プログラミング教室の開催
（「みらい創りラボ」井之川）

徳之島町農産物処理加工センター（母間）の
改修事業として、トイレの洋式化や休憩室の
フローリング化などを行い、より町民のみな
さんが使用しやすい施設となりました。

農産物処理加工センター改修事業

「徳之島牛」のブランド化に向けて、肥育実
証事業を行っています。A5 等級の徳之島牛が
誕生するなど、畜産業の更なる振興を目指し
ています。

徳之島牛肥育事業

誰もが輝きながら働ける環境を整備するため
に、障がい者作業場を整備しました。今まで
以上に衛生的で効率の良い作業場となり、た
くさんの方が利用されています。

水耕栽培施設
障がい者作業場整備事業



– 4 –– 4 –広報 徳之島 2022 年 8 月号

越間校長（写真左）へ寄付金を手渡す里さん

金婚式が中止となり、ご夫婦を訪問して贈呈

町
立
亀
徳
小
学
校
卒
業
生
の
里
秀

明
さ
ん
か
ら
母
校
へ
寄
付
が
あ
り
、

役
場
で
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
里
さ
ん
は
亀
徳
小
を
昭
和
41
年

（
１
９
６
６
年
）
に
卒
業
さ
れ
、
現
在

は
大
阪
府
摂
津
市
で
飲
食
店
を
経
営
。

「
少
し
で
も
母
校
に
恩
返
し
し
た
い
気

持
ち
が
強
く
、
今
回
に
至
り
ま
し
た
。

本
寄
付
が
亀
徳
小
の
後
輩
た
ち
の
活

躍
を
支
え
る
も
の
に
お
役
立
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話
さ
れ
、

同
校
の
越
間
校
長
へ
寄
付
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
母
校
や
本
町
へ
の
あ
た

た
か
い
ご
支
援
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

亀
徳
小
学
校
へ
卒
業
生
の
里
秀
明
さ
ん
か
ら
寄
付

結
婚
か
ら
め
で
た
く
50
年
を
迎
え

ら
れ
た
金
婚
夫
婦
を
祝
福
す
る
た
め
、

６
月
11
日
、
町
関
係
者
が
金
婚
夫
婦

を
訪
問
し
ま
し
た
。
町
で
は
例
年
、

合
同
の
金
婚
式
や
、
式
典
後
の
祝
宴

を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
５

月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
式
典
が
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
に
。
今
回
は

高
岡
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
金
婚

夫
婦
を
訪
問
す
る
形
で
、
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
年
金

婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
15
組
で

す
。
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
婚
夫
婦
を
訪
問
、
町
長
が
表
彰
状
を
贈
呈
し
祝
福

「
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
一
斉
清
掃
」

が
６
月
18
日
、
町
内
全
域
で
あ
り
ま

し
た
。
当
初
清
掃
は
５
月
15
日
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、
約
１
ヶ

月
後
の
実
施
に
。
町
内
各
地
の
集
落

等
で
除
草
作
業
や
ご
み
拾
い
な
ど
の

美
化
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
健

康
の
森
総
合
運
動
公
園
で
は
、
神
嶺

校
区
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
青

少
年
育
成
町
民
会
議
委
員
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
強
い
繁
殖
力

を
持
つ
外
来
植
物
「
メ
リ
ケ
ン
ト
キ

ン
ソ
ウ
」
の
駆
除
を
中
心
に
公
園
内

の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
全
域
で
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
一
斉
清
掃
を
実
施

消
防
団
員
が
消
火
技
術
を
競
う
「
鹿

児
島
県
大
島
支
部
消
防
操
法
大
会
」
が

６
月
19
日
、
奄
美
市
の
名
瀬
港
観
光
船

バ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
大
会
に
は
奄

美
群
島
12
市
町
村
の
消
防
団
か
ら
約
80

人
が
出
場
し
、「
ポ
ン
プ
車
」
と
「
小

型
ポ
ン
プ
」
の
部
で
競
技
。
徳
之
島
町

消
防
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
町
消
防
団
の

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
の
優
勝
は
７
大
会

ぶ
り
で
す
。

【「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
徳
之
島
町
消
防

団
出
場
メ
ン
バ
ー
】
太
勇
也
、東
篤
生
、

土
持
浩
也
、
米
澤
将
、
安
本
周
作
、
柳

俊
傑

町
消
防
団
、
大
島
支
部
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

小型ポンプの部で７大会ぶりに優勝

健康の森総合運動公園では外来植物を駆除
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町文化財保護審議委員の重久さんが事例発表

農道にユリやグラジオラスの球根を植付け

「
奄
美
群
島
文
化
財
保
護
対
策
連
絡

協
議
会
総
会
・
研
修
会
」
が
６
月
21
日
・

22
日
に
本
町
で
開
催
さ
れ
、
群
島
12
市

町
村
の
文
化
財
関
係
者
が
参
集
し
ま
し

た
。
初
日
は
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

総
会
や
表
彰
、
研
修
会
が
あ
り
、
本
町

の
亀
津
浜
踊
り
保
存
会
が
大
島
地
区
文

化
財
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
本
町
文
化
財
保
護
審
議
委

員
の
重
久
勇
さ
ん
が
「
徳
之
島
町
の
海

岸
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
事
例
発
表
。
伝

承
さ
れ
た
海
岸
の
名
称
か
ら
徳
之
島
の

海
の
歴
史
を
紐
解
き
ま
し
た
。
２
日
目

に
は
黒
畦
海
岸
や
山
集
落
内
の
製
鉄
所

跡
等
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

奄
美
群
島
文
化
財
保
護
対
策
連
絡
協
議
会
、
本
町
で
開
催

母
間
校
区
会
主
催
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
作
戦
が
６
月
19
日
、
母
間
集

落
内
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
母
間
に

は
、
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
名
所
「
桜
並

木
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
作
戦
は
、
農
道
に
ユ
リ

や
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
を
植
え
て
母
間
の

新
た
な
名
所
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
。

当
日
は
、
募
集
で
集
ま
っ
た
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。
母
間
新
港
に

集
合
し
て
説
明
を
受
け
た
後
、
母
間

の
各
集
落
に
分
か
れ
て
球
根
を
植
え

つ
け
ま
し
た
。
取
組
み
は
今
後
も
毎

年
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

母
間
の
新
た
な
名
所
づ
く
り
に
向
け
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
作
戦

徳
之
島
地
区
の
「
令
和
４
年
度
新
規

就
農
者
励
ま
し
の
会
」
が
６
月
24
日
、

天
城
町
役
場
ゆ
い
の
里
ホ
ー
ル
で
あ
り

ま
し
た
。
徳
之
島
３
町
の
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
と
徳
之
島
農
業
改
良

普
及
事
業
協
議
会
が
主
催
。
今
年
度
の

新
規
就
農
者
は
３
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２

人
ず
つ
。
経
営
品
目
は
、
肉
用
牛
が
３

人
、
露
地
野
菜
が
１
人
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

が
１
人
、
果
樹
が
１
人
。
天
城
町
長

や
県
徳
之
島
事
務
所
の
赤
﨑
所
長
が

エ
ー
ル
を
送
る
と
、
新
規
就
農
者
は

そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
抱
負
と
と
も
に
自

己
紹
介
。
会
場
か
ら
は
期
待
と
激
励

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
地
区
の
新
規
就
農
者
６
人
を
激
励

第
37
回
島
口
・
島
唄
・
民
舞
の
祭
典

（
徳
之
島
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
６

月
26
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
同
祭
典
。
島

内
か
ら
島
唄
５
組
、
民
舞
１
組
の
個

人
・
団
体
約
30
人
が
出
演
。
伸
び
や
か

な
島
唄
や
三
線
の
音
色
が
響
き
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、主
催
者
代
表
の
福
教
育
長
、

来
賓
の
高
岡
町
長
、
行
沢
町
議
会
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
島
口
で
あ
い
さ
つ
。
茂
岡

社
会
教
育
課
長
に
よ
る
司
会
進
行
も
終

始
島
口
で
進
め
ら
れ
、
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

島
口
・
島
唄
・
民
舞
の
祭
典
、
３
年
ぶ
り
に
開
催

島唄でトップバッターを務めた坂本莉音奈さん

徳之島３町の新規就農者と行政関係者

※提供写真
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第
35
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
IN
徳
之
島

大
会
が
７
月
３
日
、
徳
之
島
の
北
部
エ

リ
ア
で
あ
り
、
総
合
・
リ
レ
ー
両
部
門

に
３
９
６
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
台
風
の
影
響
で
ス
イ

ム
が
ラ
ン
に
変
更
。
島
内
全
域
の
コ
ー

ス
か
ら
北
部
エ
リ
ア
の
み
を
周
回
す
る

コ
ー
ス
と
な
り
、
ラ
ン
（
約
５
・
５
㌔
）

→
バ
イ
ク
（
37
㌔
）
→
ラ
ン
（
20
㌔
）

の
合
計
約
62
・
５
㌔
の
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン

形
式
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
時
折

り
激
し
い
雨
の
降
る
悪
条
件
の
中
、
選

手
た
ち
は
熱
い
レ
ー
ス
を
展
開
。
沿
道

で
の
地
元
住
民
の
応
援
や
、
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
交
通
整
理
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

エイドステーション等で大会を支えたボランティア バイクコースは本町畦での折り返しに変更

３
年
ぶ
り
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
台
風
影
響
で
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
に台風の影響で強い風雨と戦うレースに

運動に取り組む保護司の皆さんと町関係者

第
72
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
出
発
式
が
７
月
１
日
、
町
役
場
で

あ
り
ま
し
た
。
同
運
動
は
法
務
省
が

提
唱
。
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
立
ち

直
り
を
支
え
、
安
全
・
安
心
で
明
る

い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的

な
運
動
で
、
本
町
で
は
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
８
人
の
保
護
司
が
中
心
と

な
っ
て
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
が
運
動
の
強
調
月
間
・
再

犯
防
止
啓
発
月
間
と
な
っ
て
お
り
、

同
日
は
町
の
保
護
司
が
役
場
を
訪
問

し
、
幸
野
副
町
長
へ
内
閣
総
理
大
臣

と
鹿
児
島
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
出
発
式
、
保
護
司
が
活
動
推
進

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
出
産
を

奨
励
す
る
出
産
祝
金
の
贈
呈
式
が
７
月

５
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。
出
産
祝
金
は
全
国
か
ら
の
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
思
い

や
り
基
金
」
を
活
用
し
て
２
０
２
０
年

度
か
ら
毎
年
実
施
。
今
回
は
今
年
度
第

２
回
の
贈
呈
式
と
な
り
、
今
年
の
４
月

か
ら
６
月
に
申
請
の
あ
っ
た
出
生
児
18

人
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
祝
金
の
支

給
額
は
、
第
１
子
が
10
万
円
、
第
２
子

15
万
円
、
第
３
子
25
万
円
、
第
４
子

35
万
円
、
第
５
子
45
万
円
、
第
６
子
以

降
の
出
産
に
つ
い
て
は
１
子
ご
と
に

50
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
町
出
産
祝
金
贈
呈
式
、
ふ
る
さ
と
納
税
活
用

出産祝金を贈呈された皆さん
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広報 徳之島 2022 年 8 月号

住民生活課国民年金係　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

下記の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は町住民生活
課国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許
証など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝令和４年８月 17 日（水）午後 1 時～４時、８月 18 日（木）午前 9 時～正午
●場所＝町役場１階会議室
●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金船員保険等の年金制度全般に
　　　　　　 関すること
※新型コロナウイルスの感染状況により、中止となる場合があります。

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

金融機関 振替日

ゆうちょ銀行の場合 令和４年８月 25 日（木）

ゆうちょ銀行以外の金融機関の場合 令和４年８月 29 日（月）

●口座振替について

口座振替をご利用
の方は、右記の日程
で振替を行います。

引落し前日までに残高の確認をお願いします。

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。
相談は無料です。相談をご希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、８月 24 日（水）

までに役場企画課へお申込みください。
●日にち＝令和４年９月２日（金）
　※１件につき 30 分以内
●場所＝徳之島町生涯学習センター２階 研修室
●内容＝消費者問題に関する相談
※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。
※新型コロナウイルスの感染状況によって中止となる場合があります。

企画課　消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1111（内線 223）

どなたでも安心して相談を

弁護士相談会のお知らせ
問

消費者庁イラスト集より

税務課 徴収係　☎ 0997-82-1111（内線 172、173）

税務課からのお知らせ

町税の納期内納付にご協力ください
問

今月は、町県民税（２期分）・国民健康保険税（２期分）の納期月間です。

【納期限】令和４年８月 31 日（水）
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広報 徳之島 2022 年 8 月号

申請時来庁方式は、申請者本人が戸籍窓口に来庁して申請手続きをすることで後日郵送 ( 本人限
定郵便受取又は簡易書留 ) によりカードを受け取ることができる方式です。申請時には必ずご本人
が窓口へお越しください。
●申請に必要なもの
1. 本人確認書類（下記を参照ください )　
2. 本人の証明写真 ( 縦 4.5㎝×横 3.5㎝、正面、無帽、無背景で最近６ケ月以内に撮影したもの )
3. マイナンバー通知カード ( お持ちの方 )
4. 住民基本台帳カード（お持ちの方）
【本人確認書類について（※原本で有効期限内のものが必要です。）】
〇１つでよいもの
　運転免許証、パスポート、住基カード ( 顔写真付のもの )、身体障がい者手帳など
〇 2つ必要なもの
　健康保険証、介護保険証、年金手帳、離島割引カード、本人名義の通帳など本人の名前・住所又は、
　お名前・生年月日が確認できる書類２点
※これらをお持ちでない場合は、住民生活課戸籍係までお問合せください。

●申請手続き
上記「申請に必要なもの」を持参の上、本庁又は花徳支所の戸籍窓口に来庁し、個人番号カード
交付申請書及び暗証番号設定依頼書等を記入、提出していただきます。（※郵送でのカード交付〈申
請時来庁方式〉を希望する場合、代理人による申請はできません。）申請者本人の来庁が必要です。
また申請者本人が 15歳未満または成年後見人の場合、法定代理人の同行が必要です。
●カード交付
申請から概ね 2か月後に本人限定郵便または簡易書留で、ご自宅 ( 住民票の住所 ) にカードを郵
送します。※本人限定郵便の場合は受取時に本人確認書類の提示が必要です。

窓口へはご本人がお越しください

マイナンバーカード申請時来庁方式を開始しました
住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 124）問

前川集落自主防災組織へ発電機等が整備されました

宝くじコミュニティ助成事業について

「令和４年度の宝くじの社会貢献広報事業（コミュニティ助成
事業）」として前川集落自主防災組織が「地域防災組織育成助成
事業」の対象となり、発電機、屋外テント、毛布、リヤカー等
が整備されました。これは、一般財団法人自治総合センターが
宝くじの普及広報活動の一環として、
地域住民が自主的に結成した組織に
対し、その組織が行う地域の防災活

動に直接必要な設備等へ助成を行っているものです。今後も前川集落に
おかれましては、更なる防災意識の向上と、地域に根差したコミュニティ
活動の活性化が期待されます。

総務課　☎ 0997-82-1111（内線 215）問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2022 年 8 月号

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式への参列を希望されるご遺族を、以下の内容で募集します。お申

込みは町住民生活課へ、追悼式の詳細については県庁社会福祉課へお問い合わせください。

●期日＝令和４年 11 月 15 日（火）※前日からの団体行動になります。

●場所＝鹿児島霊園（沖縄県糸満市平和記念公園内　摩文仁の丘）

●対象者＝沖縄及び沖縄近海での戦闘で戦没した方の配偶者及び三親等内のご遺族

●申込期間＝令和４年 8 月１日（月）～令和４年８月 31 日（水）

●募集人数＝９人（鹿児島県内全市町村で）※申込多数の場合は、選考となります。

●申込先＝住民生活課国民年金係

●問合せ先＝住民生活課国民年金係 ☎ 0997-82-1111（内線 121）   県庁社会福祉課 ☎ 099-286-2840

●その他＝新型コロナウイルスの感染状況により、今後変更になる可能性があります。

町住民生活課へお申込みください

「鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式」参列遺族を募集します
住民生活課国民年金係　☎ 0997-82-1111（内線 121）　県庁社会福祉課　☎ 099-286-2840問

戦没者等のご遺族の皆様へ

第十一回特別弔慰金の請求受付のご案内
住民生活課 国民年金　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

●支給対象者

　　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務

　扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）

　がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人にご遺族の代表として支給します。

　１．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方。

　２．戦没者等の子

　３．戦没者等の①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹

　　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより

　　　　順番が入れ替わります。

　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）

　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

●支給内容＝額面 25 万円、５年償還の記名国債法

●請求期間＝令和５年３月 31 日まで

　（※請求期間を過ぎると第十一回特別弔慰金を受けることができなくなります。ご注意ください。）

●請求窓口＝住民生活課国民年金係、花徳支所（住民登録のある市町村が請求窓口となります）

●留意事項

　　特別弔慰金は、ご遺族を代表するお一人が受け取るものです。ご遺族間の調整は、記名国債

　を受け取った方が責任を持って行うことになります。
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タ
ー　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

３
６
１
１
（
内
線
２
８
５
１
）

「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」

（
大
島
地
区
）
の
開
催

県
議
会
で
は
、
県
議
会
議
員

が
地
域
に
出
向
き
、
県
民
と
署

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県

議
会
」（
大
島
地
区
）
を
開
催

し
ま
す
。（
入
場
無
料
）
※
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
等
に
よ
り
延
期
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
参
加

時
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時
＝
令
和
４
年
８
月
27
日

（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時

●
場
所
＝
和
泊
町
（
防
災
拠
点

施
設
）
や
す
ら
ぎ
館

●
内
容
＝
テ
ー
マ
「
あ
な
た

の
考
え
る
大
島
地
域
の
振
興

策
」

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児

島
県
議
会
事
務
局
総
務

課 

☎
０
９
９
―
２
８
６
―

５
０
１
３

専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
の
ご
案
内

学
校
で
の
い
じ
め
、
家
庭
内

で
の
虐
待
が
依
然
と
し
て
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
い
じ
め
、
体

罰
、
虐
待
な
ど
内
容
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
相
談
に
は
法
務

局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が

応
じ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
実
施
期
間
＝
令
和
４
年
８
月

26
日（
金
）～
９
月
１
日（
木
）

●
時
間
＝
【
平
日 

午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時
】【
土
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
】

●
電
話
番
号
＝
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―

１
１
０　
（
全
国
共
通
・
無

料
）
※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

【
県
立
大
島
病
院
か
ら
の
お
知

ら
せ
】
初
診
時
・
再
診
時
の
選

定
療
養
費
の
改
定
等
に
つ
い
て

令
和
４
年
４
月
の
診
療
報
酬

等
改
定
に
よ
り
、
初
診
時
・
再

診
時
の
選
定
療
養
費
が
改
定
さ

れ
ま
す
。

県
立
大
島
病
院
で
は
初
診
時

選
定
療
養
費
（
特
定
初
診
料
）

及
び
再
診
時
選
定
療
養
費
の
変

更
並
び
に
徴
収
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
初
診
時
・
再
診
時
選
定
療

養
費
を
設
定
し
ま
し
た
。
ご
不

明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
当
院

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
実
施
日

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

●
初
診
時
選
定
療
養
費
（
特
定

初
診
料
※
税
込
み
）

【
変
更
前
】

　
（
医
科
）
５
０
０
０
円　
　

　
（
歯
科
）
３
０
０
０
円

【
変
更
後
】

　
（
医
科
）
７
０
０
０
円　
　

　
（
歯
科
）
５
０
０
０
円

●
再
診
時
選
定
療
養
費
（
※
税

込
み
）

※
当
院
か
ら
他
の
医
療
機
関
に

紹
介
後
、
患
者
さ
ん
の
判
断

で
、
引
き
続
き
当
院
を
受
診

さ
れ
る
場
合
に
徴
収
い
た
し

ま
す
。

【
変
更
前
】

　
（
医
科
）
２
５
０
０
円　
　

　
（
歯
科
）
１
５
０
０
円

【
変
更
後
】

　
（
医
科
）
３
０
０
０
円　
　

　
（
歯
科
）
１
９
０
０
円

な
お
、
次
の
場
合
は
徴
収
の

対
象
外
に
な
り
ま
す
。

（
一
部
例
示
）

【
初
診
の
場
合
】

①
紹
介
状
を
持
参
す
る
場
合

②
当
院
通
院
中
で
、
院
内
紹
介

さ
れ
て
新
た
な
診
療
科
を
受

診
す
る
場
合 

③
救
急
車
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

搬
送
に
よ
り
来
院
し
た
場
合

（
搬
送
以
外
で
、
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
を
受
診
さ
れ
た
方

は
対
象
）  

④
労
働
災
害
、
公
務
災
害
、
交

通
事
故
及
び
予
防
接
種
の
場

合
⑤
外
来
受
診
後
そ
の
ま
ま
入
院

と
な
っ
た
場
合

⑥
公
費
負
担
医
療
制
度
を
利
用

し
て
い
る
場
合

⑦
そ
の
他
、
医
療
機
関
が
直
接
受

診
す
る
必
要
性
を
認
め
た
場
合

【
再
診
の
場
合
】

①
救
急
車
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

搬
送
に
よ
り
来
院
し
た
場
合

（
搬
送
以
外
で
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
受
診
さ
れ
た
方
は

対
象
）

② 

労
働
災
害
、
公
務
災
害
、

交
通
事
故
及
び
予
防
接
種
の

場
合

③ 

外
来
受
診
後
そ
の
ま
ま
入

院
と
な
っ
た
場
合

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
大
島

病
院
経
営
課　

☎
０
９
９
７

―
５
２
―
３
６
１
１
（
内
線

３
９
１
２
、３
４
７
４
）　

県
立
大
島
病
院
救
命
救
急
セ
ン
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無人航空機の登録が
義務化されました。

2022 年６月 20 日より
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世界自然遺産の島

アマミノクロウサギの観察について

ストップ！ロードキル

アマミノクロウサギ
交通事故件数

件11
（2022 年 1 月～）

～ Safe Drivung For Wildlife ～

（徳之島内）

※ 2021 年：合計 17 件

　令和３年７月 26日、『奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島』が世

界自然遺産に登録され、早１年が経ちました。島々は、絶滅危惧種や固有

種が数多く暮らし、世界の生物多様性ホットスポットとしていわれる日本

列島の中でも生物多様性が突出して高い地域です。

　徳之島を代表する生きものとして有名なアマミノクロウサギ。これまで

山の奥深くに生息していると言われていましたが、近年の保護活動の結果、

集落のすぐ近くで観察することができるようになりました。この夏、世界

中でも徳之島・奄美大島にしか生息していない希少な生きものアマミノクロウサギを観察してみましょう。

おもてなし観光課  ☎ 0997-82-1111（内線 104）問

〇観察に最も適した時間は、日の入り後から約 2時間

〇道路の隅に佇んでいる事が多いので、スピードを落としてじっくり観察

〇ヘッドライトが届かないのり面にいることもあるので、懐中電灯は必須

〇『ピィーー』と高い鳴き声が聞こえたら、すぐそばにいる証拠

〇生息エリアには交通事故防止を呼びかける看板が設置されています

〇風がなく月の光もない日は観察率がグッと高くなります

〇轟木～松原線（県道618号線）、旭ヶ丘～轟木間の町道、クロウサギ観察小屋

観察スポット

観察する時のポイント
（天城町）
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昭
和
47
年
（
一
九
七
二
）
５
月
15
日
、

沖
縄
が
日
本
に
「
返
還
」
さ
れ
、
今
年

で
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
沖
縄
復
帰

五
〇
周
年
記
念
式
典
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
先
ん
じ
て
「
日
本
復
帰
」

と
な
っ
た
奄
美
諸
島
に
お
い
て
も
沖

縄
返
還
運
動
が
展
開
し
、
そ
れ
は
、

１
９
６
７
年
11
月
の
沖
縄
返
還
奄
美

れ
、
団
長
は
「
亀
津
は
教
育
の
盛
ん
な

町
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
高
校
、
小
中

を
み
た
が
、
立
派
な
施
設
ば
か
り
で

あ
っ
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て

い
ま
す
（「
徳
州
新
聞
」
昭
和
44
年
12

月
１
日
）。

で
き
ご
と
の
列
挙
に
終
始
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
近
現
代
史
に
お
け
る
徳

之
島
と
沖
縄
と
の
関
係
は
２
０
１
０
年

の
米
軍
基
地
移
設
反
対
運
動
で
も
問
わ

れ
ま
し
た
。
徳
之
島
の
歴
史
経
験
が
今

後
の
琉
球
弧
の
島
々
の
「
連
携
」
に
固

有
の
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
、
あ
ら
た

め
て
徳
之
島
を
含
む
奄
美
と
沖
縄
と
の

関
係
性
を
ふ
り
返
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 （
町
誌
編
さ
ん
室　

竹
原 

祐
樹
）

郡
民
会
議
（
以
下
「
郡
民
会
議
」）
の

設
立
を
画
期
と
し
ま
し
た
。
郡
民
会
議

を
中
心
と
し
た
奄
美
に
お
け
る
沖
縄
返

還
運
動
は
、
奄
美
の
復
帰
運
動
の
経
験

を
足
場
と
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
奄

美
の
復
興
状
況
が
沖
縄
の
即
時
返
還
の

要
求
を
裏
打
ち
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ

た
こ
と
、
他
方
で
従
来
の
奄
美
と
沖
縄

と
の
関
係
の
希
薄
さ
に
対
す
る
気
づ
き

が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
特
徴

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
〔
小
野

２
０
１
６
〕。

で
は
、
徳
之
島
で
は
ど
の
よ
う
な
返

還
運
動
が
展
開
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
、
前
述
の
郡
民
会
議
に
参
画
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
模
索
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
契
機
と
し
て
、
昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）
３
月
16
日
に
亀
津
の
「
い

ろ
は
屋
」
に
お
い
て
「
沖
縄
返
還
を
叫

ぶ
奄
美
郡
民
会
議
発
起
人
会
」
が
開
か

れ
、
沖
縄
県
人
会
代
表
の
徳
之
島
町
議
・

具
志
頭
道
秀
氏
ら
10
余
名
の
発
起
人
代

表
や
郡
民
会
議
の
大
津
幸
夫
氏
ら
が
集

ま
り
、
沖
縄
返
還
の
声
明
の
採
択
、
町

内
約
60
団
体
に
呼
び
か
け
て
、
４
月
上

旬
に
結
成
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
ま
す
（「
徳
州
新
聞
」
昭
和

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

沖
縄
の
「
日
本
返
還
」
と
徳
之
島

43
年
３
月
18
日
）。
は

た
し
て
、
４
月
13
日
に

は
「
沖
縄
返
還
奄
美
郡

民
会
議
徳
之
島
支
部
」

（
以
下
「
徳
之
島
支
部
」）

が
結
成
さ
れ
、
支
部
長

に
具
志
頭
道
秀
氏
、
副

支
部
長
に
徳
之
島
町
役

場
職
員
組
合
長
・
上
原

福
一
氏
ら
が
就
任
し

て
い
ま
す
。
徳
之
島
支
部
の
運
動
方
針

は
、
郡
民
会
議
本
部
の
案
を
全
面
的
に

承
認
、
署
名
そ
の
他
全
力
を
あ
げ
る
こ

と
で
し
た
（「
徳
州
新
聞
」
昭
和
43
年

４
月
15
日
）。

そ
の
後
、
昭
和
44
年
の
「
徳
州
新
聞
」

に
は
徳
之
島
支
部
の
活
動
は
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
昭
和
45
年
の
４
月
28
日
に

北
緯
27
度
線
付
近
の
近
海
で
実
施
さ
れ

た
「
沖
縄
返
せ
の
海
上
大
会
」
の
本
土

代
表
団
（
６
０
０
人
超
）
が
前
日
の
27

日
に
徳
之
島
に
入
り
、
亀
津
市
街
地
で

デ
モ
行
進
を
し
て
い
ま
す
（「
徳
州
新

聞
」
昭
和
45
年
５
月
４
日
）。

昭
和
44
年
11
月
25
日
に
は
、
琉
球
立

法
院
の
７
人
が
沖
縄
返
還
の
「
鑑
（
か

が
み
）」
と
し
て
の
奄
美
の
復
興
状
況

を
視
察
す
る
一
環
で
徳
之
島
を
訪
れ

て
い
ま
す
。
視
察
団
は
「
亀
津
学
士

村
」
な
ど
の
情
報
を
得
て
い
た
と
思
わ

米軍基地移設反対集会（中村正弘氏撮影）

沖縄復帰を祝う広告【抄】
（徳之島町郷土資料館所蔵）
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『どうぶつ勝負 ( かちまけ ) はっ
けよい』

大橋 慶子／作〔絵本〕

今日はどうぶつたちのすもう
大会。最初はカバの勝負。さ
あ、どちらが勝つのでしょう
か ? ページをめくって結果を見
てみましょう。どうぶつたち
がどうやって勝ち・負けを決

めるのかを、迫力ある絵としかけで楽しめる絵本。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『高く翔べ』

吉川 永青／著〔小説〕

紀州の農民から日ノ本随一の豪商
となった紀伊國屋文左衛門。蜜柑
の商いで故郷を救い、莫大な富を
得ながらも一代で店を閉じた、江
戸っ子たちの英雄だった男の謎多
き生涯に迫る歴史×経済小説。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『くるまの娘』

宇佐見 りん／著〔小説〕

車で祖母の葬儀に向かう、17 歳の
かんこと家族。思い出の景色や車
中泊の密なる空気が、家族のまま
ならなさの根源にあるものを引き
ずりだしていき…。

『ひみつのさくせん』

ニコロ・カロッツィ／作、橋本 
あゆみ／訳〔絵本〕

ねずみと金魚は大のなかよし。
ある時、まるい金魚鉢に 3 匹
のねこが忍び寄る。友だちを
守るため、ねずみはある作戦

を思いついた。無茶だって、勇気を出して突き進む ! さあ、
うまくいくかな？

『92 歳総務課長の教え』

玉置 泰子／著〔一般書〕

92 歳で現役、ギネス世界記録に認
定された「世界最高齢の総務部員」
が、66 年の社歴で身につけた仕事
への向き合い方、失敗を恐れずに
チャレンジを続けるための心構え、
上司と部下がわきまえるべき作法
などを伝える。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

○ SDGs　　　 ○課題図書
○自由研究　　　○徳之島を知ろう！

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

8 月

《返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ７月 31日（日）　、 ８月 23日（火）
　【花徳支所】 ８月５日（金）、８月 28日（日）

お知らせ

【定例おはなし会】

○あかちゃんおはなし会　8/7（日）午後 2時 30分～

○毎月のおはなし会　8/13・27（土）午後 2時 30分～

【８月のイベント】

○貝殻がら標本展示会　　8/2（火）～ 8/25（木）
　　　　会場 ：生涯学習センター 1階ロビー

○月遅れ七夕まつり　　　8/6（土）10時～ 12時

　　　　会場 ：生涯学習センター 2階ホール

『てづくり推しぬい BOOK』

平栗 あずさ／著〔一般書〕

3 種類のボディと 15 種類の髪形を
組み合わせて作る、推しのぬいぐる
みを紹介。はじめての人にもわかり
やすいよう、プロセス写真を使って
説明する。7 種類のお洋服、図案も
収録。
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《
妊
娠
後
期（
妊
娠
28
週
頃
）～
出
産
に
向
け
て
》

・
身
体
の
変
化
と
出
産
準
備

・
お
産
の
経
過
と
産
後
の
生
活

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事
（
後
編
）

・
０
歳
か
ら
の
む
し
歯
予
防

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
８
月
22
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
８
月
18
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
来
ら
れ
る
際
は
、
保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風

邪
症
状
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

令和４年度 肺がん検診のご案内
〇対象者：40 歳以上の町民
〇内容：問診、胸部レントゲン検査、喀痰検査（問診で必要と判断された場合）

実施日 受付時間 会場

8 月 28 日（日）・29 日（月） 8:30 ～ 10:00 ／ 13:00 ～ 14:30 徳之島町保健センター

8 月 30 日（火） 9:00 ～ 11:00 ／ 13:00 ～ 14:30 花徳生活館

※前年度受診された方、又は申込をした方には検診の 1 か月前頃に通知を郵送いた
します。

※通知がない方で検査を希望する方は、当日でも受付することができます。
※ 65 歳以上を対象とした結核検診（レントゲン検査）は、9 月末を予定しています。

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

を予防熱中症 しましょう！

「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、体内の水分、塩分のバランスが
崩れ、体温調整がうまくできず、体に熱がこもった状態です。体調の変化に気をつけ、
熱中症による健康被害を防ぎましょう。

暑さを避ける！ こまめに水分を補給する！



– 28 –

■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
 
徳
之
島
　
2022．

8
月
号
　
№
579

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

広報 徳之島  2022 年 8 月号

◇
６
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

池
田
　
芳
文
　
74
　
母
　
間

藤
田
喜
一
郎
　
91
　
井
之
川

南
　
　
秀
光
　
66
　
花
　
徳

大
重
　
巌
　
　
51
　
亀
　
津

福
　
　
務
　
　
82
　
諸
　
田

町
田
　
幸
大
　
39
　
亀
　
津

作
田
　
将
平
　
29
　
亀
　
津

田
中
き
み
子
　
88
　
亀
　
津

濵
崎
　
照
男
　
85
　
亀
　
津

西
川
　
清
子
　
88
　
亀
　
津

正
野
カ
ネ
子
　
94
　
井
之
川

田
原
　
章
子
　
70
　
手
　
々

保
　
　
義
次
　
90
　
花
　
徳

里
村
　
末
子
　
82
　
諸
　
田

谷
　
　
滿
子
　
83
　
母
　
間

雪
村
　
勝
弘
　
48
　
亀
　
津

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

中
野
　

さ

く

ら

桜
夢
（
宏
　
夢

礼
　
奈
） 

亀
　
津

豊
田
　

う

る

は

麗
晴
（
竜
　
馬

春
　
奈
） 

花
　
徳

盛
　
　

こ
う
だ
い

琥
代
（
拓
　
馬

さ
お
り
） 

亀
　
津

常
山
　

こ

　

う

琥
生
（
弦
　
人

幸
　
恵
） 

亀
　
津

永
岡

　

　

　

　

　

ゆ
ず
ゆ
（
　
駿
　

杏
　
美
） 

亀
　
津

大
保
　

ゆ

う

み

優
海
（
健
　
司

由
佳
里
） 

亀
　
津

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,887 人

 男 4,856 人

 女 5,031 人

世帯数 4,677 戸

　

（-11）

（-12）

（+1）

（-11）

（括弧内は先月との比較）

令和４年７月１日現在

戸
籍
の
窓※令和 2年国勢調査に基づく推計

　人口です。

畑かん（スプリンクラー）設置

令和４年度どんどん祭り
10 月 30 日（日）開催予定
　祭りの内容については、 新型コロナウイルス感染症の感染

状況等を考慮し、 今後実行委員会で検討していきます。

徳之島町どんどん祭り実行委員会

申込み
受付中 !個人負担０円

徳之島町畑総事業推進支援協議会・徳之島町畑かん施設推進協議会

令和 4 年度４月より、 徳之島町畑総事業推進支援協議会の協力に

より個人負担が 0 円となりました。 詳しくは徳之島町役場耕地課 （☎

0997-82-1111 内線232） までお問い合わせください。

また、 水利用代につきましては、 開始時期からの利用が可能になりまし

た。 ただし、 1 回使用すると 3 年間は、 使って頂くことになります。 詳し

くは徳之島用水 （☎ 0997-85-2014） へお問い合わせください。


